
(57)【要約】

【課題】シェルの開口部と側板と接合するために縮管加

工を行う際に、シェルの縮管形状を安定化でき、耐久性

を向上させるとともに軽量化を図ること。

【解決手段】内部に封入ガスと作動流体とが収容される

筒状のシェル２０と、シェル２０の開口部２１Ｂを閉塞

するとともに、そのテーパ面３１ｄがシェル２０の内部

側から外部側にかけて漸次外径が小さく形成された側板

３０と、側板３０に設けられるとともに、シェル２０に

収容され、シェル２０内部を仕切り、封入ガスと作動流

体とを分離する金属ベローズ４１と、シェル２０の開口

部２１Ｂ側の内壁面はテーパ面３１ｄに沿って形成され

ている。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 部 に 封 入 ガ ス と 作 動 流 体 と が 収 容 さ れ る 筒 状 の 外 殻 部 材 と 、
　 こ の 外 殻 部 材 の 開 口 部 を 閉 塞 す る と と も に 、 そ の 外 周 壁 面 が 上 記 外 殻 部 材 の 内 部 側 か ら
外 部 側 に か け て 漸 次 外 径 が 小 さ く 形 成 さ れ た 側 板 と 、
　 こ の 側 板 に 設 け ら れ る と と も に 、 上 記 外 殻 部 材 内 に 収 容 さ れ 、 上 記 外 殻 部 材 内 部 を 仕 切
り 、 上 記 封 入 ガ ス と 上 記 作 動 流 体 と を 分 離 す る ベ ロ ー ズ と 、
　 上 記 外 殻 部 材 の 開 口 部 側 の 内 壁 面 は 上 記 側 板 の 外 周 壁 面 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る ア キ ュ ム レ ー タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 外 殻 部 材 の 内 壁 面 に は 、 上 記 側 板 の 外 周 縁 部 が 係 合 す る 段 差 部 が 設 け ら れ て い る こ
と を 特 徴 と す る ア キ ュ ム レ ー タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 外 殻 部 材 は 、 プ レ ス し ご き 加 工 に よ り 、 そ の 胴 部 が 薄 肉 化 、 開 口 部 側 が 厚 肉 化 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ア キ ュ ム レ ー タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 外 殻 部 材 の 開 口 部 は 、 ス ピ ニ ン グ 加 工 に よ り 縮 管 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の ア キ ュ ム レ ー タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 車 や 産 業 機 械 に 用 い ら れ る ア キ ュ ー ム レ ー タ に 関 し 、 特 に 外 殻 部 材 と 側
板 と の 接 合 強 度 を 増 大 さ せ る 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 油 圧 制 御 装 置 の 油 圧 回 路 や シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ 等 に ア キ ュ ム レ ー タ が 用 い ら れ て い る 。
ア キ ュ ム レ ー タ は 、 一 般 に 、 圧 力 容 器 の 内 部 が ベ ロ ー ズ に よ っ て ガ ス 室 と 油 室 と に 区 画 さ
れ 、 油 室 内 に 流 入 す る 油 の 圧 力 変 動 を ベ ロ ー ズ の 伸 縮 に 伴 う ガ ス 室 内 の ガ ス の 膨 縮 作 用 に
よ っ て 緩 衝 す る 構 成 と な っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 ア キ ュ ム レ ー タ は 、 油 圧
回 路 を 流 れ る 油 に 生 じ る 脈 動 を 効 果 的 に 抑 制 す る た め の 装 置 と し て 、 例 え ば 自 動 車 や 産 業
機 械 に 広 く 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な ア キ ュ ム レ ー タ を 製 造 す る 場 合 、 金 属 ベ ロ ー ズ を 溶 接 し た 側 板 部 の 金 属 ベ ロ
ー ズ 部 分 、 及 び 、 そ の 溶 接 部 分 を 、 側 板 部 と 圧 力 容 器 を 構 成 す る シ ェ ル 開 放 端 部 か ら 中 に
入 れ 、 シ ェ ル を 内 面 か ら の 形 状 拘 束 な し で 縮 管 加 工 し た 後 、 シ ェ ル 縮 管 部 と 側 板 部 と を 溶
接 し て 圧 力 容 器 を 形 成 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ４ は こ の よ う な ア キ ュ ム レ ー タ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 す な わ ち 、 ア キ ュ ム レ ー タ １
０ ０ は 、 有 底 筒 状 の シ ェ ル （ 外 殻 部 材 ） １ １ ０ と 、 こ の シ ェ ル １ １ ０ の 開 口 部 に 嵌 合 す る
側 板 １ ２ ０ と 、 シ ェ ル １ １ ０ に 収 容 さ れ た ベ ロ ー ズ 機 構 １ ３ ０ と を 備 え て い る 。 な お 、 シ
ェ ル １ １ ０ 及 び 側 板 １ ２ ０ に よ り 圧 力 容 器 が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 シ ェ ル １ １ ０ は 、 管 部 １ １ １ と 底 部 １ １ ２ と が 一 体 的 に 結 合 し て 形 成 さ れ て い る 。 底 部
１ １ ２ に は 、 貫 通 孔 １ １ ２ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 貫 通 孔 １ １ ２ ａ は ガ ス 封 入 栓 １ １ ３ に よ
り 気 密 に 閉 塞 さ れ て い る 。 さ ら に 貫 通 孔 １ １ ２ ａ の 外 部 に は カ バ ー １ １ ４ が 取 り 付 け ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 側 板 １ ２ ０ は 、 円 板 状 の 側 板 本 体 １ ２ １ を 備 え 、 側 板 本 体 １ ２ １ の 図 ４ 中 上 面 に は 円 筒
部 材 １ ２ ２ が 設 け ら れ 、 図 ４ 中 下 面 に は ポ ー ト １ ２ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 ポ ー ト １ ２ ３ は
、 油 圧 回 路 等 に 接 続 さ れ 、 油 が 出 入 り 自 在 と な っ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 側 板 本 体 １ ２ １ の 図 ４ 中 上 面 に は 、 金 属 ベ ロ ー ズ １ ２ ４ を 介 し て 円 盤 状 の ベ ロ ー ズ キ ャ
ッ プ １ ２ ５ が シ ェ ル １ １ ０ の 軸 方 向 に 沿 っ て 摺 動 自 在 に 設 け ら れ て い る 。 な お 、 図 ４ 中 １
２ ６ は ベ ロ ー ズ キ ャ ッ プ １ ２ ５ の 外 周 部 に 取 り 付 け ら れ た ガ イ ド を 示 し て い る 。 ガ イ ド １
２ ６ は ベ ロ ー ズ キ ャ ッ プ １ ２ ５ の 摺 動 を 補 助 す る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 側 板 １ ２ ０ 、 金 属 ベ ロ ー ズ １ ２ ４ 、 ベ ロ ー ズ キ ャ ッ プ １ ２ ５ に よ り 形 成 さ れ た 空 間 は 油
室 Ｌ と な る 。 ま た 、 底 部 １ １ ２ と ベ ロ ー ズ キ ャ ッ プ １ ２ ５ と 金 属 ベ ロ ー ズ １ ２ ４ と の 間 に
は 、 窒 素 ガ ス 等 が 封 入 さ れ た ガ ス 室 Ｇ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う な ア キ ュ ム レ ー タ １ ０ ０ は 、 金 属 ベ ロ ー ズ １ ２ ４ を 側 板 １ ２ ０ に 溶 接 し た 後 、
金 属 ベ ロ ー ズ １ ２ ４ を シ ェ ル １ １ ０ の 開 口 部 か ら 内 部 に 入 れ 、 シ ェ ル １ １ ０ の 開 放 端 部 を
縮 管 加 工 し 、 シ ェ ル 縮 管 部 分 と 側 板 １ ２ ０ の 外 周 縁 と を 溶 接 し て 圧 力 容 器 を 形 成 し て い た
。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ６ ３ ９ １ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 述 し た ア キ ュ ム レ ー タ で は 、 次 の よ う な 問 題 が あ っ た 。 す な わ ち 、 シ ェ ル １ １ ０ の 開
放 端 を 縮 管 加 工 し て 側 板 １ ２ ０ に 接 合 す る 際 、 シ ェ ル １ １ ０ の 内 壁 面 は 形 状 拘 束 さ れ る こ
と な く 加 工 さ れ る た め 、 そ の 形 状 が 不 安 定 な も の と な る 。 こ の た め 、 溶 接 部 分 の 強 度 が 十
分 に 得 ら れ ず 、 耐 久 性 が 低 い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 耐 久 性 を 向 上 さ せ よ う と す る と 、 シ ェ ル １ １ ０ の 肉 厚 を 厚 く す る 必 要 が あ る が 、
縮 管 加 工 が 困 難 に な る こ と か ら 、 縮 管 形 状 が よ り 不 安 定 に な り 、 期 待 す る 厚 肉 化 の 効 果 が
得 ら れ な い と と も に 軽 量 化 に 反 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 方 側 板 １ ２ ０ と シ ェ ル １ １ ０ を 接 合 す る 際 に 、 そ の 相 対 的 位 置 決 め を 側 板 固 定 用 治 具
と シ ェ ル 固 定 用 治 具 と を 用 い て 行 う 必 要 が あ る こ と か ら 、 治 具 が 複 雑 に な る こ と 、 取 付 け
タ ク ト を 要 す る こ と 、 シ ェ ル １ １ ０ 内 部 及 び 側 板 １ ２ ０ 、 金 属 ベ ロ ー ズ １ ２ ４ へ の 異 物 が
混 入 し や す い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 シ ェ ル の 開 口 部 と 側 板 と 接 合 す る た め に 縮 管 加 工 を 行 う 際 に 、 シ ェ ル
の 縮 管 形 状 を 安 定 化 で き 、 耐 久 性 を 向 上 さ せ る と と も に 軽 量 化 を 図 る こ と が で き る ア キ ュ
ム レ ー タ を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 し 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の ア キ ュ ム レ ー タ は 次 の よ う に 構 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 内 部 に 封 入 ガ ス と 作 動 流 体 と が 収 容 さ れ る 筒 状 の 外 殻 部 材 と 、 こ の 外 殻 部 材 の 開 口 部 を
閉 塞 す る と と も に 、 そ の 外 周 壁 面 が 上 記 外 殻 部 材 の 内 部 側 か ら 外 部 側 に か け て 漸 次 外 径 が
小 さ く 形 成 さ れ た 側 板 と 、 こ の 側 板 に 設 け ら れ る と と も に 、 上 記 外 殻 部 材 内 に 収 容 さ れ 、
上 記 外 殻 部 材 内 部 を 仕 切 り 、 上 記 封 入 ガ ス と 上 記 作 動 流 体 と を 分 離 す る ベ ロ ー ズ と 、 上 記
外 殻 部 材 の 開 口 部 側 の 内 壁 面 は 上 記 側 板 の 外 周 壁 面 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 シ ェ ル の 開 口 部 と 側 板 と 接 合 す る た め に 縮 管 加 工 を 行 う 際 に 、 シ ェ ル
の 縮 管 形 状 を 安 定 化 で き 、 耐 久 性 を 向 上 さ せ る と と も に 軽 量 化 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る ア キ ュ ム レ ー タ １ ０ を 示 す 上 面 図 、 図 ２ は ア キ ュ ム
レ ー タ １ ０ を 示 す 縦 断 面 図 、 図 ３ は ア キ ュ ム レ ー タ １ ０ の 製 造 工 程 に お け る 縮 管 加 工 を 示
す 縦 断 面 図 で あ る 。 な お 、 こ れ ら の 図 中 Ｇ は ガ ス 室 、 Ｌ は 油 室 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ア キ ュ ム レ ー タ １ ０ は 、 有 底 筒 状 の シ ェ ル （ 外 殻 部 材 ） ２ ０ と 、 こ の シ ェ ル ２ ０ の 開 口
部 ２ １ Ｂ に 嵌 合 す る 側 板 ３ ０ と 、 側 板 ３ ０ に 取 り 付 け ら れ る と と も に 、 シ ェ ル ２ ０ に 収 容
さ れ た ベ ロ ー ズ 機 構 ４ ０ と を 備 え て い る 。 な お 、 シ ェ ル ２ ０ 及 び 側 板 ３ ０ に よ り 圧 力 容 器
が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 シ ェ ル ２ ０ は 、 管 部 ２ １ と 底 部 ２ ２ と が 一 体 的 に 結 合 し て 形 成 さ れ て い る 。 図 ２ 中 ２ １
Ａ は 胴 部 、 ２ １ Ｂ は 開 口 部 を 示 し て い る 。 底 部 ２ ２ に は 、 六 角 ヘ ッ ド ２ ３ が 形 成 さ れ て い
る 。 六 角 ヘ ッ ド ２ ３ の 中 央 部 に は ガ ス 封 入 口 ２ ３ ａ が 設 け ら れ て お り 、 ガ ス 封 入 口 ２ ３ ａ
は ガ ス 封 入 栓 ２ ４ に よ り 気 密 に 閉 塞 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 管 部 ２ １ の 開 口 部 ２ １ Ｂ 側 の 内 壁 面 に は 段 差 部 ２ １ ａ が 切 削 加 工 、 又 は 、 プ レ ス 成 形 に
て 形 成 さ れ て い る 。 段 差 部 ２ １ ａ に は 、 後 述 す る 側 板 本 体 ３ １ の 係 止 部 ３ １ ｃ が 係 合 す る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 管 部 ２ １ の 胴 部 ２ １ Ａ の 肉 厚 は プ レ ス し ご き 加 工 に よ り 薄 肉 化 す る 一 方 、 開 口 部
２ １ Ｂ 側 は 厚 肉 化 す る こ と で 、 段 差 部 ２ １ ａ か ら 開 放 端 部 ２ １ ｂ に か け て 強 度 を 増 す こ と
が で き 、 接 合 部 Ｂ の 耐 久 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 側 板 ３ ０ は 、 円 盤 状 に 形 成 さ れ た 側 板 本 体 ３ １ と 、 こ の 側 板 本 体 ３ １ の 中 央 部 に 設 け ら
れ 内 部 に 貫 通 孔 を 有 す る ポ ー ト 部 ３ ２ と 、 側 板 本 体 ３ １ の 後 述 す る 上 面 ３ １ ａ に 接 合 さ れ
た 円 筒 状 の ス テ ィ ３ ３ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 側 板 本 体 ３ １ は そ の 上 面 ３ １ ａ 側 を シ ェ ル ２ ０ の 内 側 、 下 面 ３ １ ｂ 側 を シ ェ ル ２ ０ の 外
側 と な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 上 面 ３ １ ａ に は 段 差 部 ２ １ ａ に 係 合 す る た め の 係 止 部 ３
１ ｃ が 設 け ら れ 、 下 面 ３ １ ｂ か ら 係 止 部 ３ １ ｃ に か け て テ ー パ 面 ３ １ ｄ が 形 成 さ れ て い る
　 ベ ロ ー ズ 機 構 ４ ０ は 、 筒 状 に 形 成 さ れ た 金 属 ベ ロ ー ズ ４ １ と 、 こ の 金 属 ベ ロ ー ズ ４ １ の
一 方 の 開 口 部 に 取 り 付 け ら れ た 円 板 状 の ベ ロ ー ズ キ ャ ッ プ ４ ２ と 、 こ の ベ ロ ー ズ キ ャ ッ プ
４ ２ に 取 り 付 け ら れ た ゴ ム 材 製 の シ ー ル 機 能 部 材 ４ ３ と 、 ベ ロ ー ズ キ ャ ッ プ ４ ２ の 外 周 部
４ ２ ｂ に 取 り 付 け ら れ た ガ イ ド ４ ４ と を 備 え て い る 。 ま た 、 ガ イ ド ４ ４ は 管 部 ２ １ の 内 周
面 を 摺 動 す る た め 、 ベ ロ ー ズ キ ャ ッ プ ４ ２ は ス ム ー ズ に 移 動 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 金 属 ベ ロ ー ズ ４ １ の 他 方 の 開 口 部 は 、 上 述 し た 側 板 本 体 ３ １ の 上 面 ３ １ ａ に 気 密 に 取 り
付 け ら れ て い る 。 シ ー ル 機 能 部 材 ４ ３ は 、 金 属 ベ ロ ー ズ ４ １ が も っ と も 縮 ん だ 状 態 で そ の
下 面 が 上 述 し た ス テ ィ ３ ３ の 上 面 に 当 接 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た ア キ ュ ム レ ー タ １ ０ で は 、 ポ ー ト 部 ３ ２ の 貫 通 孔 ３ ２ ａ を 介 し て
油 室 Ｌ 内 に 導 入 さ れ た 圧 油 の 圧 力 が 、 ガ ス 室 Ｇ の ガ ス 圧 を 超 え る と 、 金 属 ベ ロ ー ズ ４ １ が
伸 張 し て ガ ス 室 Ｇ 内 の ガ ス が 収 縮 す る 。 一 方 、 油 室 Ｌ 内 の 油 の 圧 力 が ガ ス 室 Ｇ 内 の ガ ス 圧
を 下 回 る と 金 属 ベ ロ ー ズ ４ １ が 収 縮 し て ガ ス 室 Ｇ 内 の ガ ス が 膨 張 す る 。 こ の よ う な ガ ス 室
Ｇ 内 の ガ ス の 膨 縮 作 用 に よ り 油 圧 回 路 の 圧 油 の 圧 力 変 動 が 緩 衝 さ れ 、 圧 油 の 脈 動 が 抑 制 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 ア キ ュ ム レ ー タ １ ０ の 製 造 工 程 を 説 明 す る 。 最 初 に 、 異 物 混 入 防 止 キ ャ ッ プ Ｃ を
ポ ー ト 部 ３ ２ に 被 せ る 。 側 板 本 体 ３ １ の 上 面 ３ １ ａ に 円 筒 部 材 ３ ３ を 溶 接 す る 。 金 属 ベ ロ
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ー ズ ４ １ と ベ ロ ー ズ キ ャ ッ プ ４ ２ を 溶 接 し た 後 で 側 板 本 体 ３ １ の 上 面 ３ １ ａ に 溶 接 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 金 属 ベ ロ ー ズ ４ １ が シ ェ ル ２ ０ の 内 部 に 位 置 す る よ う に 、 側 板 ３ ０ を シ ェ ル ２ ０ の 開 口
部 ２ １ Ｂ を 蓋 す る 。 こ の と き 、 側 板 本 体 ３ １ の 係 止 部 ３ １ ｃ を 段 差 部 ２ １ ａ に 係 合 さ せ て
位 置 決 め を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 シ ェ ル ２ ０ を ホ ル ダ Ｈ 内 に 固 定 し 、 シ ェ ル ２ ０ を 回 転 さ せ る
。 ス ピ ニ ン グ ロ ー ル Ｓ を 図 ３ 中 Ｐ 方 向 に 移 動 さ せ 、 シ ェ ル ２ ０ の 開 放 端 側 に 押 し 当 て て 図
３ 中 矢 印 Ｑ 方 向 に 縮 管 加 工 を 行 う 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 シ ェ ル ２ ０ の 開 口 部 ２ １ Ｂ が 側 板
３ ０ の テ ー パ 面 ３ １ ｄ に 沿 っ て 形 成 さ れ た 時 点 で 縮 管 加 工 を 終 了 す る 。 そ し て 、 シ ェ ル ２
０ の 開 放 端 部 ２ １ ｂ と 側 板 本 体 ３ １ の テ ー パ 面 ３ １ ｄ と を 溶 接 接 合 し 、 接 合 部 Ｂ と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 異 物 混 入 防 止 キ ャ ッ プ Ｃ を 外 し 、 ポ ー ト 部 ３ ２ か ら 脱 気 し た 作 動 液 体 を 注 入 し て
油 室 Ｌ 内 部 を 圧 油 で 満 た す 。 一 方 、 ガ ス 封 入 口 ２ ３ ａ か ら ガ ス 室 Ｇ の 体 積 調 整 と 熱 伝 導 性
向 上 を 図 っ た 液 体 を 規 定 量 注 入 し た 後 、 ガ ス 封 入 口 ２ ３ ａ か ら 窒 素 ガ ス を シ ー ル 機 能 部 材
４ ３ が ス テ ィ ３ ３ の 頭 部 に 接 し シ ー ル 機 能 を 発 揮 さ せ る ま で 注 入 し 、 そ の 状 態 に て 規 定 圧
力 の 窒 素 ガ ス を 注 入 す る 。 そ し て 、 規 定 圧 力 を 保 っ た 状 態 に て ガ ス 封 入 栓 ２ ４ が ガ ス 封 入
口 ２ ３ ａ を 気 密 に 塞 ぐ よ う に 溶 接 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に し て 、 金 属 ベ ロ ー ズ ４ １ の 外 面 に は 規 定 の 封 入 ガ ス 圧 力 が 作 用 し 、 内 面 に は
シ ー ル 機 能 部 材 ４ ３ に よ り 密 封 さ れ 昇 圧 し た 作 動 液 体 に よ る ガ ス 圧 力 と 同 等 の 圧 力 が 加 わ
る 。 し た が っ て 、 金 属 ベ ロ ー ズ ４ １ に 差 圧 が 加 わ ら な い 状 態 で ガ ス 封 入 さ れ た ア キ ュ ム レ
ー タ １ ０ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る ア キ ュ ム レ ー タ １ ０ に よ れ ば 、 シ ェ ル ２ ０ の 開 口
部 ２ １ Ｂ と 側 板 ３ ０ と 接 合 す る た め に 縮 管 加 工 を 行 う 際 に 、 側 板 本 体 ３ １ の テ ー パ 面 ３ １
に 沿 っ て 加 工 を 行 う た め 、 シ ェ ル ２ ０ の 縮 管 形 状 を 安 定 化 で き 、 耐 久 性 を 向 上 さ せ る こ と
が で き る 。 こ の た め 、 全 体 的 な 厚 肉 化 が 不 要 と な り 、 軽 量 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 管 部 ２ １ の 胴 部 ２ １ Ａ の 肉 厚 は プ レ ス し ご き 加 工 に よ り 薄 肉 化 す る 一 方 、 開 口 部
２ １ Ｂ 側 は 厚 肉 化 す る こ と で 、 段 差 部 ２ １ ａ か ら 開 放 端 部 ２ １ ｂ に か け て 強 度 を 増 す こ と
が で き 、 接 合 部 Ｂ の 耐 久 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 シ ェ ル ２ ０ を プ レ ス 成 形 す る 場 合 に お い て 、 シ ェ ル ２ ０ の ボ ト ム 頭 部 を 六 角 に 成
形 し 、 そ の 六 角 部 分 に ガ ス 封 入 口 を 形 成 す る こ と に よ り 、 ね じ 込 み 用 の 六 角 形 状 部 品 を 別
途 設 け る 必 要 が な く な り 、 構 造 の 簡 素 化 、 低 価 格 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 段 差 部 ２ １ ａ が 設 け ら れ て い る の で 、 シ ェ ル ２ ０ に 側 板 ３ ０ を 組 み 込 む 際 の 治 具
に よ る 位 置 決 め が 不 要 と な り 、 取 付 け タ ク ト を 省 略 で き 、 異 物 等 の 混 入 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 本 発 明 は 前 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 上 述 し た 例 で は 、
ガ ス 封 入 口 を 有 す る シ ェ ル と 、 金 属 ベ ロ ー ズ を 予 め 接 合 し た ポ ー ト 部 を 有 す る 側 板 の 構 成
と し た が 、 ポ ー ト 部 を 有 す る シ ェ ル と 、 ベ ロ ー ズ を 予 め 接 合 し た ガ ス 封 入 口 を 有 す る 側 板
の 構 成 と し 、 ガ ス 室 を ベ ロ ー ズ 内 面 、 作 動 液 体 室 を ベ ロ ー ズ 外 面 側 と し て も よ い 。 こ の 他
、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 変 形 実 施 可 能 で あ る の は 勿 論 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る ア キ ュ ム レ ー タ を 示 す 上 面 図 。
【 図 ２ 】 同 ア キ ュ ム レ ー タ を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ３ 】 同 ア キ ュ ム レ ー タ の 製 造 工 程 に お け る 縮 管 加 工 を 示 す 縦 断 面 図 。
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【 図 ４ 】 一 般 的 な ア キ ュ ム レ ー タ の 一 例 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ ０ … ア キ ュ ム レ ー タ 、 ２ ０ … シ ェ ル （ 外 殻 部 材 ） 、 ２ １ Ａ … 胴 部 、 ２ １ Ｂ … 開 口 部 、
３ ０ … 側 板 、 ３ １ ｄ … テ ー パ 面 、 ４ ０ … ベ ロ ー ズ 機 構 、 ４ １ … 金 属 ベ ロ ー ズ 、 Ｂ … 接 合 部
。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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